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〈〈〈〈原文原文原文原文〉〉〉〉

雨ニモマケズ 風ニモマケズ

雪ニモ夏ノ暑サニモマケヌ 丈夫ナカラダヲモチ

慾ハナク 決シテ瞋ラズ イツモシヅカニワラッテヰル
いか

一日ニ玄米四合ト 味噌ト少シノ野菜ヲタベ

アラユルコトヲ ジブンヲカンジョウニ入レズニ

ヨクミキキシワカリ ソシテワスレズ

野原ノ松ノ林ノ陰ノ 小サナ萓ブキノ小屋ニヰテ

東ニ病気ノコドモアレバ 行ッテ看病シテヤリ

西ニツカレタ母アレバ 行ッテソノ稲ノ朿ヲ負ヒ

南ニ死ニサウナ人アレバ 行ッテコハガラナクテモイヽトイヒ

北ニケンクヮヤソショウガアレバ ツマラナイカラヤメロトイヒ

ヒドリノトキハナミダヲナガシ サムサノナツハオロオロアルキ

ミンナニデクノボートヨバレ ホメラレモセズ クニモサレズ

サウイフモノニ ワタシハナリタイ

天草方言で読む 「雨にも負けず」 鶴田 功（訳詞）天草方言で読む 「雨にも負けず」 鶴田 功（訳詞）天草方言で読む 「雨にも負けず」 鶴田 功（訳詞）天草方言で読む 「雨にも負けず」 鶴田 功（訳詞）

雨雨雨雨にもにもにもにも負負負負けんけんけんけん 風風風風にもにもにもにも負負負負けんけんけんけん

雪雪雪雪にでんにでんにでんにでん 夏夏夏夏のののの暑暑暑暑さにっちゃさにっちゃさにっちゃさにっちゃ 負負負負けんけんけんけん 丈夫丈夫丈夫丈夫んかんかんかんか体体体体ばもちばもちばもちばもち

慾慾慾慾はせぇでんはせぇでんはせぇでんはせぇでん 決決決決してしてしてして腹腹腹腹かかんで いつでんかかんで いつでんかかんで いつでんかかんで いつでん静静静静かにかにかにかに笑笑笑笑うとるうとるうとるうとる
はる わる

一日一日一日一日にににに玄米四合玄米四合玄米四合玄米四合とととと 味噌味噌味噌味噌と ちぃっとばっかんのと ちぃっとばっかんのと ちぃっとばっかんのと ちぃっとばっかんの野菜野菜野菜野菜ばばばば 食食食食いいいい
い ちん ち や しやー く

あらゆるこつばあらゆるこつばあらゆるこつばあらゆるこつば 自分自分自分自分ばばばば勘定勘定勘定勘定にににに入入入入れでにゃれでにゃれでにゃれでにゃ
かんじょう

ゆうっとゆうっとゆうっとゆうっと見聞見聞見聞見聞きしきしきしきし 分分分分かり そしてかり そしてかり そしてかり そして忘忘忘忘れでんれでんれでんれでん

野原野原野原野原んんんん松松松松んんんん林林林林んんんん陰陰陰陰ん こまぁかん こまぁかん こまぁかん こまぁか萱葺萱葺萱葺萱葺きんきんきんきん小屋小屋小屋小屋におってにおってにおってにおって
かげ か や ぶ

東東東東にににに 病気病気病気病気んんんん子供子供子供子供がおったろうばがおったろうばがおったろうばがおったろうば 行行行行たてたてたてたて 看病看病看病看病してやりしてやりしてやりしてやり
こ ど ん

西西西西に きゃーに きゃーに きゃーに きゃー草臥草臥草臥草臥れたれたれたれた母母母母がおればがおればがおればがおれば 行行行行たて そんたて そんたて そんたて そん稲稲稲稲んんんん束束束束ばばばば 負負負負いいいい
く た ぶ かる

南南南南にににに 死死死死んかぶったんかぶったんかぶったんかぶった人人人人のおればのおればのおればのおれば 行行行行たてたてたてたて 怖怖怖怖ろっしゃせんちゃよかといいろっしゃせんちゃよかといいろっしゃせんちゃよかといいろっしゃせんちゃよかといい
も ん お と

北北北北にににに喧嘩喧嘩喧嘩喧嘩てろんてろんてろんてろん 訴訟訴訟訴訟訴訟があれば つまらんけん すんなといいがあれば つまらんけん すんなといいがあれば つまらんけん すんなといいがあれば つまらんけん すんなといい
け ん か そ し ょ う

日照日照日照日照りんりんりんりん時時時時ゃゃゃゃ 涙涙涙涙ばばばば流流流流しししし 肌寒肌寒肌寒肌寒かかかか夏夏夏夏ぁ ゆっつらゆっつらぁ ゆっつらゆっつらぁ ゆっつらゆっつらぁ ゆっつらゆっつら歩歩歩歩びびびび
あゆ

みんなにみんなにみんなにみんなに木偶木偶木偶木偶のののの坊坊坊坊ちちちち 言言言言われわれわれわれ 褒褒褒褒められもせぇでんめられもせぇでんめられもせぇでんめられもせぇでん 苦苦苦苦にもされでんにもされでんにもされでんにもされでん
で く ほ

そういうそういうそういうそういう者者者者にににに 私私私私ゃ なろごたるゃ なろごたるゃ なろごたるゃ なろごたる
も ん


